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高強度レーザーと物質との相互作用により、高エネルギーのイオンや電子、Ｘ線等が生成され

る。これらは、テーブルトップの量子ビーム源として注目され様々な応用が提案されている。こ

こで高次高調波発生に注目すると、ガスターゲット中の相対論的電子スパイクから発生する高次

高調波が報告されている[1-3]。本研究では、超短パルス高強度レーザーを用いて、相対論的プラ

ズマから発生する高次高調波のスペクトル計測を行った。 

超短パルス高強度レーザーとして、量子科学技術研究開発機構設置の J-KAREN レーザー[4,5]

を用いた。この超短パルス高強度レーザーを、軸外し放物面鏡により、ヘリウムのガスターゲッ

トへ集光照射した。レーザーの集光強度は >1018 W/cm2と見積もられる。発生した高次高調波に

ついて、斜入射分光器を用いて、スペクトルの計測を行った。その結果、高調波スペクトルにお

いて、各次数よりも大きな間隔の変調を有するスペクトルが計測された。講演では、得られた結

果について、報告する予定である。 
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